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Ｑ2｜原材料が高騰しているが、業績への影響は？価格転嫁していく予定はあるか？

A｜2023年2月期第1四半期の決算は通期業績予想に対し、収益面では進捗率で約35％と好調に推

移しております。こちらはJV（ジェーソン・バリュー）商品の仕入れがしっかりとできたことや、

日々の粗利益改善努力・ローコスト経営の徹底が奏功したものであると考えております。

Ａ｜原材料の高騰などを背景に、一部商品の仕入価格は上昇基調にあり不透明感を増しておりま

すが、当社としてはバラエティストア戦略のもと、引き続きお客様には徹底した低価格にて商品

を提供できるよう努めてまいりたいと考えています。

Q1｜ 2023年2月期第1四半期の業績は通期業績予想に対し進捗も良く、
好調と思われるが要因について教えてください。

Ａ｜新規PB商品である「尚仁沢の天然水」については、生産体制や安定供給体制が整うとともに、

春先以降のミネラルウォーター需要の増加にも適切に対応し、当期においても順調に販売を伸ば

しております。

なお、今年度中に子会社尚仁沢ビバレッジの生産設備の更新を行う計画であり、これにより商

品供給能力の更なる向上を図ってまいる所存です。

Ｑ3｜2022年2月期に全店舗で販売が開始されたPB商品 「尚仁沢の天然水」の
販売状況について教えてください。



当社はJV商品を中心に独自のAIの判断により毎週2,500〜3,000（同一商品を2店舗で
値下げした場合は2とカウント）
種類の商品を値下げしています。

株式会社ジェーソン（証券コード 3080 スタンダード）

Ａ｜JV（ジェーソン・バリュー）商品とは、当社グループの特別な集荷努力により、お客様と当

社グループ双方にとってより有利さを実現した商品のことです。当社が長年かけて構築した仕入

れ元メーカーとの関係により、商品を安定して安価に仕入れることで消費者の方々に圧倒的な低

価格での提供を実現しています。

Ｑ4｜JV（ジェーソン・バリュー）商品とは何か教えてください。

Ａ｜当社は日常の暮らしに必要な実用品を、徹底した安さで提供するバラエティ･ストアです。現

在の状況のようなインフレ環境ですと、低価格の生活必需商品群を提供する当社は他業態よりも

比較的優位な状況にあると考えます。

〇なお当社では、JV商品を中心に独自のAI判断により一部商品の値下げを積極的に行っておりま

す。今後も引き続き低価格での商品提供を続けてまいります。

以上

Ｑ5｜物価が上昇している状況ですが、御社にとってはこのような状況は
追い風となるのでしょうか？


